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研究成果の概要（和文）：在日コリアン高齢者のデイサービス活動への参加者を中間者と位置

付け、参加者が福祉社会形成に与える影響について考察した。 在日コリアン二・三世の参加者

は、利用者(在日コリアン高齢者)との関わりを通して、自身のルーツを再確認するとともにマイ

ノリティとしての当事者意識が高まる傾向にあった。一方で、日本人参加者は、利用者および在

日コリアン二・三世の参加者との関わりを通して、日本社会におけるマジョリティとしての自ら

の位置を相対化し、再定位しようとする傾向がみられた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study examined effect on welfare society by participations as a 
middle position in day service for the Korean elderly in Japan. The second or 
third-generation of Korean elderly in Japan reconfirmed their ancestors through users. 
And they tend to be conscious of theirs as the minority. On the other hand, Japanese tend 
to position themselves on Japanese society as the majority again. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、社会的排除への研究的関心の高まり

にともない、社会的排除という観点から在日

コリアン高齢者を対象として注目する研究が

見られるようになってきている。例えば、社

会的排除という観点から在日コリアン高齢者



の生活実態把握を目的とした調査では、社会

福祉サービスからの排除状況への対応策とし

て、在日コリアン高齢者を対象としたデイサ

ービス活動の必要性が指摘されている。 

また２０００年以降、在日コリアン高齢者

を対象としたデイサービス活動を行う福祉Ｎ

ＰＯが、大阪・京都を中心とする関西地域や

大都市周辺部において現出するなど、実践面

においても新たな展開が見られるようになっ

ている。 

報告者のこれまでの研究の結果、こうした

活動は、在日コリアン高齢者が経済的側面の

みならず文化的・歴史的経験の差異による福

祉サービスからの排除といった問題への対応

として展開されてきたことがわかってきた。

しかしながら、在日コリアン高齢者の抱える

問題のより根本的な解決を目指すためには、

それら福祉ＮＰＯの活動を、サービス供給に

よる在日コリアン高齢者の生活問題の解決に

とどまらず、在日コリアン高齢者／活動への

参加者／社会の間での相互作用から生まれる

人々の意識の変容や価値創出の可能性といっ

た側面から福祉社会のあり方と関わらせて分

析する必要があると考えるようになった。 

在日コリアン高齢者に対する社会福祉領域

の研究では、在日コリアン高齢者の生活実態

の把握を目的とする調査報告にとどまってい

るものがほとんどである。また、福祉ＮＰＯ

による在日コリアン高齢者を対象としたデイ

サービス活動を扱った研究のほとんどが、在

日コリアン高齢者支援の現状と課題といった

実践の紹介にとどまっており、活動が人々の

意識の変容に与える影響および新たな価値の

創出の可能性という視点からの研究は見られ

ず、かつ、活動への参加者に焦点を絞った研

究は申請者が知る限りない。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、在日コリアン高齢者を対

象としたデイサービス活動を展開している福

祉ＮＰＯの活動への参加者に注目し、それら

参加者が活動を行う中で、民族的マイノリテ

ィとマジョリティとの中間者として福祉社会

の形成に果たす役割について考察することを

目的としている。 

 
３．研究の方法 
(１)仮説の設定、先行研究の検討、一次資料

の収集 

福祉国家および福祉社会とマイノリティと

の関係を研究テーマとする最近の文献レビュ

ーを行った。それら作業を通して、キーワー

ドの抽出とその概念整理を行い、理論的進展

をはかった。 

また、社会福祉学、社会学、政治学などの分

野における、在日コリアンおよび在日外国人、

その他エスニック・マイノリティに関する実

践、社会政策、実践者と社会との関係などを

主題とした最近の研究文献の収集および分析

を行った。 

(２)資料の収集・備品の購入・資料の整理 

在日コリアン高齢者の生活問題および 

在日コリアン高齢者を対象としたデイサー

ビス活動を展開している福祉ＮＰＯに関す

る一次資料(チラシ・機関紙なども含む)の収

集を行った。 

同時に、在日コリアン高齢者の支援活動を

実際に行っている福祉ＮＰＯのパンフレッ

トや活動報告書など資料を、福祉ＮＰＯを訪

問し収集した。 

(３)ヒアリング調査、補足調査 

主に大阪・京都・滋賀で在日コリアン高齢

者を対象としたデイサービス活動を展開す

る福祉ＮＰＯの活動参加者へのヒアリング

調査を実施した。 

内容としては、活動への参加者(デイサー

ビス活動のスタッフ)に対して、活動の動機

や内容、ポジショナリティに関する意識と変



容、社会との関係などについてのヒアリング

調査と分析を行った。 

 
４．研究成果 

(１)先行研究の検討および一次資料の分析か

ら、活動参加者をマイノリティとしての在日

コリアン高齢者とマジョリティとしての日本

社会成員との中間者と位置付けた。 

(２)活動が在日コリアン高齢者の歴史的経

験・文化的特性に配慮したものであることな

どから、活動への参加者は在日コリアン二・

三世を望む団体が多く、人材確保が課題とな

っていた。一方で、一部の団体では、参加者

に日本人が約半数を占めるところもあった。

参加者の果たす役割を考察する上で、こうし

た参加者間のポジショナリティ(位置取り)の

違いも考慮して考察する必要がある。 

(３) 在日コリアン二・三世の参加者は、利用

者(在日コリアン高齢者)との関わりを通して、

自身のルーツを再確認するとともにマイノリ

ティとしての当事者意識が高まる傾向にあっ

た。一方で、日本人参加者は、利用者および

在日コリアン二・三世の参加者との関わりを

通して、日本社会におけるマジョリティとし

ての自らの位置を相対化し、再定位しようと

する傾向がみられた。 
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